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弘前市立観光館
追手門広場

追手門広場内施設

交通アクセス

弘前市立観光館
■住　　所　〒036-8588 青森県弘前市下白銀町2-1 
■電話番号　0172-37-5501
■営業時間　AM9:00～ PM6:00（まつり期間中時間延長あり）
■無休・入館無料
■駐 車 場　AM8:00～ PM10:00（1時間無料、以後30分毎100円）
　　　　　　PM10:00～ AM8:00（夜間料金540円、入出庫不可）
■アクセス　
　バス…JR弘前駅から市役所方面行約15分、
　　　　「市役所前公園入口」下車徒歩3分
　　　　JR弘前駅から土手町循環100円バス約15分、
　　　　「市役所前」下車すぐ
　車……東北自動車道「大鰐弘前IC」から約30分
　　　　JR弘前駅から約10分

弘前市のマスコットキャラクター
「たか丸くん」。郷土料理の「いがめんち」が
好きな男の子です。誕生日は11月27日。
観光イベント等に引っ張りだこで、
みんなに愛されています。

旧東奥義塾外人教師館
（県重宝）

ミニチュア
建造物

旧弘前市立図書館（県重宝）笹森記念体育館●

山車展示館

弘前図書館
郷土文学館弘前市立観光館
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観光案内

物産販売コーナー「さくらはうす」

飲食コーナー食事処「追手門」

多目的ホール（貸会場）

2F
津軽塗コーナー

民工芸品コーナー

友好都市コーナー

大型組ねぷた

Tourist Information

Souvenir Shop 「Sakura House」

Restaurant「Otemon」

Multi-Purpose Hall（Hall for Rent）

Large Kumi-Neputa

Friendship Cities Section

Local Craft Section

Tsugaru Lacuquerware Section

山車展示館

藩政時代の弘前八幡宮祭礼の際、神輿の露払いとして
各町会の人々によって繰り出されたのがはじまりとさ
れる山車は、後にねぷたまつりにも影響を与えたとい
われています。現存する７つの山車を一堂に保存展示、
他にもねぷたまつりに出陣する「津軽情っ張り大太鼓」
を展示公開しています。

旧東奥義塾外人教師館

追手門広場は、元々藩校「稽古館」があった場所。明
治時代に入り、県内初の私立学校「東奥義塾」が開校
すると、開学当初から外国人教師を招聘したため、彼
らが生活するための住居として建てられました。1階に
は喫茶店があり、アップルパイなどを提供しています。

明治・大正期に弘前に実存した建物や今も残る文化財
など14棟を、10分の1大のミニチュアで再現した散
策路です。ガリバー気分で、ひとときのタイムスリッ
プが楽しめます。
見学自由（冬季はAM7:00～ PM6:00）

※この他、弘前市立郷土文学館（有料）・弘前市立弘前
図書館・笹森記念体育館が隣接しております。

ミニチュア建造物

たか丸くん石像

종합 관광 안내

Festival Float Pavilion
축제용 수레 전시관

・

旧市立図書館

ルネッサンス様式を基調としながら、漆喰の外壁や軒
先の蛇腹など随所に和の様式が取り入れられた洋館。
八角形の双塔は、美しさのみならず図書館として光を
より多く採り込むことができます。設計・施工は、弘
前出身の棟梁・堀江佐吉です。

Former City Library
구 시립 도서관

・

Former To-o Gijyuku 
Missionary Residence
구 도오 의숙 외국인 교사관

・

Miniature Buildings
미니어처 건축물

・

기념품 판매 코너 「사쿠라 하우스」

레스토랑 「오테몬」

다목적 홀（대관 홀）

대형 인형 네푸타

쓰가루누리 칠기 코너

민공예품 코너

우호도시 코너

●



観光案内1

弘前と周辺エリアの、旬の観光情報や観光パンフレッ
トを提供しています。散策プランのご相談や情報収集
など、旅の始まりにお気軽にご利用ください。

飲食コーナー食事処「追手門」2

定食や麺類など和洋食メニューのほか、りんごの発泡
酒シードルやアップルパイもあります。
弘前散策の休憩にご利用ください。
営業時間：AM11:00～PM6:00（PM5:30ラストオーダー）
定 休 日：なし
電話番号：0172-31-4555

物産販売コーナー「さくらはうす」3

伝統的工芸品に指定されている津軽塗、こぎん刺し、
ブナコをはじめ、リンゴジュースやアップルパイなど、
弘前ならではのお土産を取り揃えています。

大型組ねぷた4

夏の夜を彩る重要無形民俗文化財「弘前ねぷたまつり」。
今では珍しい組ねぷたを展示しています。正面の〈鏡
絵〉や裏面の〈見送り絵〉、欄干の形の〈高欄〉、牡丹
柄の〈開き〉、｢雲漢｣と書かれた〈額〉など、伝統的な
造りをご覧ください。津軽藩を築いた津軽為信の石膏
像と合わせて、ぜひ記念撮影を。

津軽塗コーナー5

津軽藩4代藩主・信政公の時代に、藩お抱えの塗師に
よって始められた津軽塗。木地～塗り・研ぎまでの
48工程や用いる道具、伝統的な唐塗・七々子塗・紋
紗塗・錦塗の4技法をわかりやすく展示しています。

現代のエッセンスが加わった
逸品も、暮らしに彩りを添え
てくれます。

民工芸品コーナー6

津軽の春夏秋冬に育まれた民工芸品を一堂に展示し、
受け継がれる「材・技・心」を伝えます。

藩政時代に、農村の女性たちが
野良着の麻布に木綿糸で施した
刺し子がはじまりと伝わるこぎ
ん刺し。保温と補強を目的に工
夫された、津軽の女性の手仕事です。独特の幾何学模様
が美しく繊細。
市内の手芸店で手作りキットを求めれば、組合せであな
ただけのこぎん刺しもできます。

友好都市コーナー7
江戸時代には、津軽藩の飛び地があった現在の群
馬県太田市と、津軽藩士が北方警備で訪れた縁が
ある北海道斜里町。2つの友好都市と弘前市の歴
史的な結びつきを紹介しています。
●スバルの工場がある太田市（当時、上野国）か
らの贈り物「スバル360」

●斜里の北方警備の際に、浮腫病の予防策として
飲まれた珈琲。淹れ
方を再現した「藩士
の珈琲」は、市内の
喫茶店などで提供さ
れています。

こぎん刺し

津軽地域のあけびづるは、江戸
時代から農家の日用品として使
われてきました。職人さんが一
つ一つ手作りするのでとても丈
夫です。観光館の近くにも専門店があるので、散策がて
ら覗いてみては？

あけびづる

ブナの木をテープ状に加工して
コイル状に巻き、スライドさせ
て形成する、美しい曲線でつく
られるブナコ。サラダボウルや
トレイのほか、ホテルやカフェの洗練された空間インテ
リアとしても人気。お祝いなどの贈り物に喜ばれるクラ
フトです。

ブナコ

1F

2F

売店

男性用トイレ

女性用トイレ

多目的トイレ

ベビーベッド

エレベーター

コインロッカー

スロープ

自動販売機

駐車場

レストラン

インフォメーション

Tax Free !

Tourist Information

Souvenir Shop 「Sakura House」

Restaurant「Otemon」

Large Kumi-Neputa

Friendship Cities Section

Local Craft SectionTsugaru Lacuquerware Section
종합 관광 안내

기념품 판매 코너 「사쿠라 하우스」

레스토랑 「오테몬」

대형 인형 네푸타 쓰가루누리 칠기 코너 민공예품 코너

우호도시 코너
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観光案内

多目的ホール
（貸会場）

ロビー

正面入口

入口

入口
通用口

弘前市
物産協会

観光館管理事務室

弘前観光コンベンション
協会事務室（2F）

正面
入口

2Fへ

2Fへ

2Fへ

1Fへ
1Fへ

地下駐車場へ

飲食コーナー 食事処「追手門」

物産販売コーナー「さくらはうす」

大型
組ねぷた

津軽為信公像

津軽塗コーナー

民工芸品
コーナー

友好都市コーナー

吹き抜けのすりガ
ラスに

こぎん刺しの模様
が素敵。

弘前公園の追手門
が

見えます。

お土産は物産販売コーナーに
て販売しています。


